
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 
開設授業科目「成績評価基準」 

科目番号：AE14G13/AE14G23 
科 目 名：日本語方言研究フィールド実習 I/II 
担当教員：石田 尊 
成績評価方法：①最終レポート 30%、②現地実習期間の活動および提出物 30%、③事前・事後学習期間の活動および提出物 40% 
成績評価基準： 

 

 A+（27～30点） A（24～26点） B（21～23点） C（18～20点） D（18点未満） 
① 最終レポート 
（30%） 

実習の報告書として

要求された内容につ

いて、精度の高いレポ

ートが提出できてお

り、調査活動全体への

貢献がある。 

実習の報告書として

要求された内容につ

いて、精度の高いレポ

ートが提出できてい

る。 

実習の報告書として

要求された内容につ

いて、基本的な事項を

踏まえたレポートが

提出できている。 

実習の報告書として

要求された内容につ

いてミスや問題点は

あるものの、基本的な

事項を踏まえたレポ

ートが提出できてい

る。 

実習の報告書として

要求された内容に関

するレポートが提出

できていない。 

 A+（27～30点） A（24～26点） B（21～23点） C（18～20点） D（18点未満） 
② 現地実習期間の活動

および提出物 
（30%） 

班の一員として貢献

しつつ必要な報告を

行い、調査やトレーニ

ングの成果物につい

て、精度の高いものが

提出できている。 

班の一員として貢献

しつつ必要な報告を

行い、調査やトレーニ

ングの成果物につい

て、ミスの少ないもの

が提出できている。 

班の一員として必要

な報告を行い、調査や

トレーニングの成果

物が提出できている。 

調査やトレーニング

の成果物が提出でき

ている。 

調査やトレーニング

の成果物として必要

な内容を備えたもの

が提出できていない。 

 2点 1点 0点   
③ 事前・事後学習期間の
活動および提出物 
（40%） 
※各回 2点×20回 

各回の活動に積極的

に参加し、要求された

作業内容に対し十分

なものが提出されて

いる。 

各回の活動に十分な

参加をしておらず、要

求された作業内容に

対し不十分なものが

提出されている。 

各回の活動に参加し

ておらず、要求された

提出物を提出してい

ない。 

  

 


